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本日は、職業奉仕リーダーの池谷君、そして中

部電力の鈴木君のご尽力で浜岡原子力発電所の見

学会です。数年前、私の友人と見学をさせていた

だきました。 
後日連絡があり、普段無縁のそしてほとんど見る

機会のない原子力発電所の内部まで見学させて頂

き、大変感激いたしておりました。 
本日は原子力発電の仕組み、その安全性など、自

らの目で確認できるまたとない機会ですのでじっ

くり見学いたしたいと思います。 
思うに今後、石油資源を初めとした化石燃料が

順次、この地球から枯渇していきます。 
そしてそのようななか、中国が、資源の囲い込み、

自国の国威高揚―対外国諸国への資源戦略に地球

共通財産の資源を利用しようとしています。 
本来ならば、世界平和のため、後進国、貧困国の

発展にまず利用すべきではないでしょうか。しか

しながら、自国の利益のみ考えている国に、その

資源を押さえられようとしています。 
まさに今こそ、化石燃料に変わる資源の開発―実

用化―利用が地球規模で必要視されています。 
本日の見学会で皆様がそれぞれ、日本の将来を

見据え原子力の平和的有効利用についてお考えい

ただければ、本日の職場訪問がより有効な企画に

なると思います。長時間の見学ですが宜しくお願

いいたします。 
 

 

 

■ 幹 事 報 告                酒向 謙次君 
• 国際ロータリー日本事務局経理室から１０月の

ロータリーレートのお知らせが届いております。

１＄＝８６円 
• クラブ研修リーダーセミナーのご案内とお願い

が届いております。 
１１月６日（土）グランドホテル浜松 
１２：３０ 受付 

• 静岡第５分区ゴルフ大会（１０／８）組み合わ

せ表が届いております。 
• 藤枝市みどりをすすめる会より「緑の募金運動」

のお願いが届いております。 
• 藤枝市国際友好協会より「ＦＩＦＳ ＮＥＷＳ」

Ｎｏ１０１が届いております。 
又、国際友好協会「２５周年記念 姉妹都市・

友好都市記念式典」のご案内が届いております。 
■ 出 席 報 告          島村 武慶君  

本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

21／42 50％ 30／43 69.77％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池ノ谷君 ○落合君 ○栗原君 ○小西君 

○後藤君 ○酒井君 ○杉浦君 ○鈴木廣君 

○竹田君 ○玉木君 ○仲田晃君 ○仲田廣君 

○松葉隆君 ○村松英君 ○森下君 ○柳原君 

○山田君 江﨑晴君 板倉君 鈴木舜君 水野君  

(２)メークアップ者 

大長 昭子君（藤枝南） 
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■ ビ ジ タ ー                  

田中 偉世君（榛南）  曽根 啓弌君（榛南） 

畑 義治君（榛南）   吉永 行兵君（榛南） 

曽根 勝美君（焼津南） 佐久間 三男君（焼津南） 

清水 勲君（焼津南）  鈴木 梅二郎君（焼津） 

縣 博幸君（藤枝南）  渡邊 博文君（藤枝南） 

竹田 敏和君（藤枝南） 山田 寿久君（藤枝南） 

稲葉 俊英君（藤枝南） 

■ 職 場 訪 問 例 会                       
浜岡原子力発電所見学 

職業奉仕担当 池谷 範男君 
表題の事業計画にあたり、鈴木勝弘君（中部電

力藤枝営業所所長）のお世話とご協力によって、

予定どおり完了いたしました。 
当日は、一般の見学コースの他、定期検査のた

め運転停止中の原子炉（５号機）についても見学

させて戴き、担当者から次の事項について判りや

すく説明がありました。 
１．電力使用量の増加と化石燃料埋蔵量の限界 
２．風力等自然エネルギーの利用と発電コスト 
３．地球全体の環境問題（ＣＯ２） 
４．原子力発電の安全管理 
また、見学コースについて諸設備を前にして、

適格な説明と、質問に対して親切な回答があり、

構内全体の整理整頓がされて居り、職員の言動態

度が誠に立派で、見習うべき事柄が多々あり職業

奉仕について有意義な一日でありました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 




